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(57)【要約】
　本発明は、好ましくはフレームを含む自転車といった
乗り物の、２つの自由チェーン部分である引張チェーン
部分と戻りチェーン部分とを含むような、主チェーンス
プロケットと被駆動チェーンスプロケットとにまたがる
チェーンを収容するためのチェーンケーシングであって
、チェーンケーシングは、ペダルスピンドルチェーンス
プロケットといった主チェーンスプロケットでチェーン
をカバーするための主チェーンスプロケットカバー要素
と、主チェーンスプロケットと被駆動チェーンスプロケ
ットとの間で引張チェーン部分の少なくとも一部をカバ
ーするための引張チェーン部分カバー要素と、主チェー
ンスプロケットと被駆動チェーンスプロケットとの間で
戻りチェーン部分を少なくともカバーするための戻りチ
ェーン部分カバー要素と、チェーンが通るように配置さ
れたチェーンテンショナアセンブリをカバーするための
チェーンテンショナカバー要素とを含む、チェーンケー
シングに関する。さらに、本発明は、好ましくはチェー
ンケーシングに嵌合するチェーンテンショナアセンブリ
に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　好ましくはフレームを含む自転車といった乗り物の、２つの自由チェーン部分である引
張チェーン部分と戻りチェーン部分とを含むような、主チェーンスプロケットと被駆動チ
ェーンスプロケットとにまたがるチェーンを収容するためのチェーンケーシングであって
、前記チェーンケーシングは、
　ペダルスピンドルチェーンスプロケットといった前記主チェーンスプロケットで前記チ
ェーンをカバーするための主チェーンスプロケットカバー要素と、
　主チェーンスプロケットと前記被駆動チェーンスプロケットとの間で引張チェーン部分
の少なくとも一部をカバーするための引張チェーン部分カバー要素と、
　前記主チェーンスプロケットと前記被駆動チェーンスプロケットとの間で戻りチェーン
部分を少なくともカバーするための戻りチェーン部分カバー要素と、
　前記チェーンが通るように配置されたチェーンテンショナアセンブリをカバーするため
のチェーンテンショナカバー要素とを含む、チェーンケーシング。
【請求項２】
　前記引張チェーン部分または前記戻りチェーン部分といった部分に張力印加を提供する
ための前記チェーンテンショナアセンブリを含み、前記チェーンテンショナアセンブリは
、
　前記チェーンテンショナアセンブリをフレームチューブ、好ましくはボトムステイに締
結するためのフレームチューブ締結要素と、
　前記チェーンに対して張力印加を提供するためのテンショニングアームとを含み、前記
テンショニングアームは前記フレームチューブ締結要素に対して可動に配置され、前記チ
ェーンテンショナアセンブリはさらに、
　前記テンショニングアームに付勢を提供するためのテンショニング手段と、
　前記チェーンをガイドするための第１のガイドスプロケットおよび好ましくは第２のガ
イドスプロケットとを含み、
　少なくとも１つのガイドスプロケットは、前記チェーンに対して張力印加作用を提供す
るために前記テンショニングアームに配置され、
　前記第１のガイドスプロケットおよび好ましい前記第２のガイドスプロケットは、使用
中、張力を印加された部分としての前記チェーン部分のうちの一方、好ましくは前記戻り
チェーン部分を、前記張力を印加された部分が他方の部分よりも長くなるように、付勢下
でガイドするために機能的である、請求項１に記載のチェーンケーシング。
【請求項３】
　前記第１および第２のガイドスプロケットを含み、好ましくは、前記第１および第２の
ガイドスプロケットのうちの第１のガイドスプロケットは、使用中、前記チェーンの第１
の側に配置され、前記第１および第２のガイドスプロケットのうちの第２のガイドスプロ
ケットは、使用中、前記チェーンの第２の側に配置される、請求項１または２に記載のチ
ェーンケーシング。
【請求項４】
　前記自転車の前記主チェーンスプロケットでチェーンカバーをその前側で支持するため
の、好ましくは前記自転車のクランクチューブで前記チェーンケーシングを支持するため
の、前側支持体を含む、先行する請求項の１つ以上に記載のチェーンケーシング。
【請求項５】
　リアスプロケットカバー要素を含む、先行する請求項の１つ以上に記載のチェーンケー
シング。
【請求項６】
　カバー要素、好ましくは前記戻りチェーン部分カバー要素、前記リアスプロケットカバ
ー要素、および／または前記チェーンテンショナカバー要素を前記チェーンテンショナア
センブリと結合するための結合手段を含む、先行する請求項の１つ以上に記載のチェーン
ケーシング。
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【請求項７】
　前記テンショニングアームは、前記フレームおよび／またはフレームチューブ締結要素
に対して、前記第１および／または前記第２のガイドスプロケットの回転中心線を中心と
して回転可能に配置される、先行する請求項の１つ以上に記載のチェーンケーシング。
【請求項８】
　前記テンショニングアームは、前記フレームおよび／またはフレームチューブ締結要素
に対して、回転アームを中心として回転可能に、ならびに、前記第１および第２のガイド
スプロケット間に配置される、先行する請求項の１つ以上に記載のチェーンケーシング。
【請求項９】
　ねじりばねなどのばねのような付勢部材を含む、先行する請求項の１つ以上に記載のチ
ェーンケーシング。
【請求項１０】
　前記チェーンテンショナカバー要素は前記戻りチェーン部分に配置される、先行する請
求項の１つ以上に記載のチェーンケーシング。
【請求項１１】
　取付ブラケットを含む、先行する請求項の１つ以上に記載のチェーンケーシング。
【請求項１２】
　前記取付ブラケットは、前記フレームチューブ締結要素に対するガイド進行の調節可能
または適合可能な配置という目的を果たす、請求項１１に記載のチェーンケーシング。
【請求項１３】
　前記取付ブラケットは、前記チェーンケーシングまたはそのカバー要素、たとえば前記
チェーンテンショナカバー要素を支持する目的を果たす、請求項１１または１２に記載の
チェーンケーシング。
【請求項１４】
　前記取付ブラケットは、前記チェーンケーシングまたはそのカバー要素、たとえばリア
チェーンスプロケットカバー要素を支持するための支持手段を含む、請求項１１、１２ま
たは１３に記載のチェーンケーシング。
【請求項１５】
　前記チェーンテンショナアセンブリは、前記チェーンケーシングまたはそのカバー要素
、たとえば前記戻りチェーン部分カバー要素を支持するための支持手段を含む、先行する
請求項の１つ以上に記載のチェーンケーシング。
【請求項１６】
　前記テンショニングアームは、前記フレーム、好ましくはそのボトムステイに配置され
た締結孔などの締結部材に、前記フレームチューブ締結要素によって取付け可能である、
先行する請求項の１つ以上に記載のチェーンケーシング。
【請求項１７】
　前記チェーンケーシングまたはそのカバー要素は、前記フレーム、好ましくはそのボト
ムステイに配置された締結部材に取付け可能である、先行する請求項の１つ以上に記載の
チェーンケーシング。
【請求項１８】
　前記締結部材は、前記フレーム、たとえばその前記ボトムステイに、ねじ接続によって
、さらに好ましくは、好ましくは前記ボトムステイの内部に配置された前記ボトムステイ
のくぼみによる隠れねじ接続によって取付けられる、請求項１６または１７に記載のチェ
ーンケーシング。
【請求項１９】
　前記締結孔などの前記締結部材は、前記フレーム、たとえばその前記ボトムステイに、
溶接接続によって取付けられる、請求項１６または１７に記載のチェーンケーシング。
【請求項２０】
　前記テンショニングアームは、前記フレームに対するその締結点および／または回転点
から前記自転車のリアアクスルに向かって実質的にバックコート方向に延在する、先行す
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る請求項の１つ以上に記載のチェーンケーシング。
【請求項２１】
　ガイドスプロケットのための少なくとも１つの通過開口部を含む、先行する請求項の１
つ以上に記載のチェーンケーシング。
【請求項２２】
　引張チェーン部分または戻りチェーン部分といったジェーン部分に張力印加作用を提供
するためのチェーンテンショニングアセンブリであって、前記チェーンテンショニングア
センブリは、
　前記チェーンテンショニングアセンブリをフレームチューブ、好ましくはボトムステイ
に締結するためのフレームチューブ締結要素と、
　前記チェーンに対して張力印加を提供するためのテンショニングアームとを含み、前記
テンショニングアームは前記フレームチューブ締結要素に対して可動に配置され、前記チ
ェーンテンショニングアセンブリはさらに、
　前記テンショニングアームに付勢を提供するためのテンショニング手段と、
　前記チェーンをガイドするための第１のガイドスプロケットおよび好ましくは第２のガ
イドスプロケットとを含み、
　少なくとも１つのガイドスプロケットは、前記チェーンに対して張力印加作用を提供す
るために前記テンショニングアームに配置され、
　前記第１のガイドスプロケットおよび前記第２のガイドスプロケットは、使用中、張力
を印加された部分としての前記チェーン部分のうちの一方、好ましくは前記戻りチェーン
部分を、前記張力を印加された部分が他方の部分よりも長くなるように、付勢下でガイド
するために機能的であり、
　前記チェーンテンショナアセンブリを前記フレームチューブに締結するための前記フレ
ームチューブ締結要素は、前記フレームチューブ、たとえば前記ボトムステイの締結提供
との相互作用で機能する、チェーンテンショニングアセンブリ。
【請求項２３】
　請求項１～１８の１つ以上に記載の１つ以上の特徴を含む、請求項１９に記載のチェー
ン締結アセンブリ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、好ましくは自転車といった乗り物の、２つの自由チェーン部分である引張チ
ェーン部分と戻りチェーン部分とを含むような、主チェーンスプロケットと被駆動チェー
ンスプロケットとにまたがるチェーンを収容するためのチェーンケーシングに関する。さ
らに、本発明は、チェーンテンショナを含むそのようなチェーンケーシングに関する。さ
らに、本発明は、引張チェーン部分または戻りチェーン部分といったチェーン部分に張力
印加作用を提供するためのチェーンテンショナアセンブリに関する。
【背景技術】
【０００２】
　自転車にチェーンケーシングを提供することは公知であり、チェーンケーシングは、書
く（writing）人の衣類を保護する。さらに、チェーンは長さが時間とともに変化し、ま
た、チェーンを連続的に調節することは望ましくないため、そのようなチェーンケーシン
グは、そこでのチェーンの移動を可能にするために十分な空間を提供し、それは比較的広
々としたチェーンケーシングを必要とする、ということがここでは公知である。この目的
のために、先行技術によれば、使用中、チェーンに載置され、そのため摩耗および騒音を
引き起こす非常に狭いケーシングの形で、解決策が提供される。本発明者は、同様に先行
技術に従って狭いケーシングを提供しており、それは、使用中ずっとチェーン上方に配置
されるように、ひいては接触しないように、自転車のクランクアクスルで支持体によって
支持される。
【発明の概要】
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【課題を解決するための手段】
【０００３】
　そのような先行技術を改良するために、本発明は、好ましくはフレームを含む自転車と
いった乗り物の、２つの自由チェーン部分である引張チェーン部分と戻りチェーン部分と
を含むような、主チェーンスプロケットと被駆動チェーンスプロケットとにまたがるチェ
ーンを収容するためのチェーンケーシングであって、チェーンケーシングは、
　ペダルスピンドルチェーンスプロケットといった主チェーンスプロケットでチェーンを
カバーするための主チェーンスプロケットカバー要素と、
　主チェーンスプロケットと被駆動チェーンスプロケットとの間で引張チェーン部分の少
なくとも一部をカバーするための引張チェーン部分カバー要素と、
　主チェーンスプロケットと被駆動チェーンスプロケットとの間で戻りチェーン部分を少
なくともカバーするための戻りチェーン部分カバー要素と、
　チェーンが通るように配置されたチェーンテンショナアセンブリをカバーするためのチ
ェーンテンショナカバー要素とを含む、チェーンケーシングを提供する。
【０００４】
　本発明に従ったそのようなチェーンケーシングの利点は、チェーンがチェーンケーシン
グに配置されている間、チェーンケーシングがチェーンテンショナアセンブリおよびホイ
ールハブトランスミッションと組合されて使用可能であるということである。これは、変
速器ギアと組合されたチェーンテンショナの公知の使用とは対照的であり、そのようなチ
ェーンケーシングが当該チェーンテンショナと組合されると、チェーンの移動が危険な方
向に進むため、チェーンケーシングは使用できなくなる。そのため、第１の好ましい効果
として、非常に狭いチェーンケーシングも、使用中、チェーン長さが延びる間に、望まし
くないチェーン接触なく使用可能であるということが提供される。このため、たとえば、
本発明者の以前のチェーンケーシングとチェーンとを接触させるための緩衝ブロックは必
要ない。チェーンとチェーンケーシングとの接触による通告がさらに減少され、または実
質的に提示される。本発明によって達成される本発明者の目標は、チェーンの広い摩耗範
囲内で保守が配送から必要ないチェーンが自転車に提供されるということである。
【０００５】
　本発明に従った第１の好ましい実施形態によれば、チェーンカバーは、引張チェーン部
分または戻りチェーン部分といった部分に張力印加を提供するためのチェーンテンショナ
アセンブリを含み、チェーンテンショナアセンブリは、
　チェーンテンショナアセンブリをフレームチューブ、好ましくはボトムステイに締結す
るためのフレームチューブ締結要素と、
　チェーンに対して張力印加を提供するためのテンショニングアームとを含み、テンショ
ニングアームはフレームチューブ締結要素に対して可動に配置され、チェーンテンショナ
アセンブリはさらに、
　テンショニングアームに付勢を提供するためのテンショニング手段と、
　チェーンをガイドするための第１のガイドスプロケットおよび好ましくは第２のガイド
スプロケットとを含み、
　少なくとも１つのガイドスプロケットは、チェーンに対して張力印加作用を提供するた
めにテンショニングアームに配置され、
　第１のガイドスプロケットおよび好ましい第２のガイドスプロケットは、使用中、張力
を印加された部分としてのチェーン部分のうちの一方、好ましくは戻りチェーン部分を、
張力を印加された部分が他方の部分よりも長くなるように、付勢下でガイドするために機
能的である。
【０００６】
　そのような好ましい実施形態は、チェーンカバーアセンブリが本発明に従ったチェーン
ケーシングと組合されて使用可能であるということを、利点として提供する。チェーンは
好ましくは、チェーンテンショナカバー要素によってチェーンテンショナアセンブリに実
質的に収容される。スポーツ（sports）の側は好ましくは、同じテンショナカバー要素に
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よって実質的にカバーされる。
【０００７】
　たとえばガイドスプロケットのための経路貫通開口部によって、チェーンケーシングに
おけるチェーンの有利な配置が少なくとも１つのガイドスプロケットの可動性と組合せ可
能であるということが達成される。
【０００８】
　さらに別の好ましい実施形態によれば、チェーンケーシング、好ましくはそのテンショ
ニングアセンブリは、第１および第２のガイドスプロケットを含み、好ましくは、第１お
よび第２のガイドスプロケットのうちの第１のガイドスプロケットは、使用中、チェーン
の第１の側に配置され、第１および第２のガイドスプロケットのうちの第２のガイドスプ
ロケットは、使用中、チェーンの第２の側に配置される。それにより、チェーンがテンシ
ョニングアセンブリとフロントチェーンスプロケットとの間で延在する経路は、固定され
た態様で実質的に具体化され、一方、チェーンテンショニングアセンブリとリアルスプロ
ケットとの間の経路は、チェーンが取付けられた状態とそのエネルギー消費後の若干伸び
た状態との双方におけるチェーンの経路を有することによって若干可変である、というこ
とが有利に達成される。同様に、テンショニングアセンブリとフロントスプロケットとの
間の経路は可変であり、チェーンテンショニングアセンブリとリアルスプロケットとの間
の経路は固定されていること、または、それら双方が可変であることが提供される。しか
しながら、フロントスプロケットとテンショニングアセンブリとの間の固定された経路が
、現在最も好ましい実施形態として考えられる。
【０００９】
　さらに別の好ましい実施形態によれば、チェーンケーシングは、自転車の主チェーンス
プロケットでチェーンカバーをその前側で支持するための、好ましくは自転車のクランク
チューブでチェーンケーシングを支持するための、前側支持体を含む。それにより、自転
車のチェーンと駆動スプロケットとの間の距離が、チェーンケーシングに対して有利にお
よび効果的に実現される。
【００１０】
　さらに好ましくは、チェーンケーシングはリアスプロケットカバー要素を含む。それに
より、その位置でのチェーンの保護が実現される。さらに好ましくは、チェーンテンショ
ナアセンブリのいくつかの張力印加位置でのチェーンの処理を可能にする目的のために、
リアルスプロケットカバー要素は、引張チェーン部分カバー要素または戻りチェーン部分
カバー要素における通過空間よりも広い通過空間を提供する。それにより、リアルスプロ
ケットの位置よりもチェーンテンショナアセンブリの位置で、より高い空間が提供される
。そのような可変高さの通過空間は、チェーンテンショニングアセンブリとリアスプロケ
ット、またはそれに代わってフロントスプロケットとの間に、チェーンのための有利な遊
び用空間を提供する。
【００１１】
　さらに別の好ましい実施形態によれば、チェーンケーシングは、共同（corporate）要
素、好ましくは戻りチェーン部分カバー要素、リアスプロケットカバー要素、および／ま
たはチェーンテンショナカバー要素をチェーンテンショナアセンブリと結合するための結
合手段を含む。それにより、自転車での取付けが有利に達成可能である。さらに、そのよ
うな結合手段は好ましくは、チェーンカバーの長さのある程度の調節性を提供する。
【００１２】
　さらに好ましくは、テンショニングアームは、フレームおよび／またはフレームチュー
ブ締結要素に対して、第１および／または第２のガイドスプロケットの回転中心線を中心
として回転可能に配置される。さらに好ましくは、テンショニングアームは、フレームお
よび／またはフレームチューブ締結要素に対して、回転アームを中心として回転可能に、
ならびに、第１および第２のガイドスプロケット間に配置される。それにより、テンショ
ニングアームは、付勢をチェーンに加えるレバーまたはカンチレバーとして有利に機能す
る。チェーンの張力を印加された部分、好ましくはチェーンの戻りチェーン部分が、他方
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のチェーン部分、好ましくはチェーンの引張チェーン部分よりも長いことも実現される。
【００１３】
　さらに別の好ましい実施形態によれば、チェーンケーシングは、ねじりばねなどのばね
のような付勢部材を含む。そのような付勢部材により、付勢が、チェーンに張力を印加す
る目的のために有利に提供される。
【００１４】
　さらに好ましくは、チェーンテンショナカバー要素は戻りチェーン部分に配置される。
自転車の運転中、ペダルを踏む力が引張チェーン部分を用いてフロントスプロケットから
リアスプロケットを引張るため、戻りチェーン部分は比較的低い引張力を受ける。同じテ
ンショナアセンブリによってチェーンに張力を印加することは、好ましくはチェーンの戻
りチェーン部分でさまざまに適用される。
【００１５】
　さらに別の好ましい実施形態によれば、チェーンケーシングは取付ブラケットを含む。
そのような取付ブラケットの利点は、チェーンケーシングおよび／またはチェーンテンシ
ョナアセンブリが以下の方法で有利に支持可能であるということである。
【００１６】
　好ましくは、取付ブラケットは、フレームチューブ締結要素に対するガイド進行の調節
可能または適合可能な配置という目的を果たす。これにより、ガイドスプロケットがチェ
ーンと整列可能であるということが有利に達成される。さらに好ましくは、取付ブラケッ
トは、チェーンケーシングまたはそのカバー要素、たとえばチェーンテンショナカバー要
素を支持する目的を果たす。
【００１７】
　さらに好ましくは、取付ブラケットは、チェーンケーシングまたはそのカバー要素、た
とえばリアチェーンスプロケットカバー要素を支持するための支持手段を含む。そのため
、この取付ブラケットは、チェーンケーシングの後側を支持するための支持体を有利に含
み、一方、前側支持体は、チェーンケーシングの前側を支持する。
【００１８】
　さらに好ましくは、チェーンテンショナアセンブリは、チェーンケーシングまたはその
カバー要素、たとえば戻りチェーン部分カバー要素を支持するための支持手段を含む。
【００１９】
　さらに別の好ましい実施形態によれば、テンショニングアームは、フレーム、好ましく
はそのボトムステイに配置された締結孔などの締結部材に、フレームチューブ締結要素に
よって取付け可能である。これにより、有利には、フレームへのテンショニングアームの
直接取付けが達成される。
【００２０】
　さらに好ましくは、チェーンケーシングまたはそのカバー要素は、フレーム、好ましく
はそのボトムステイに配置された締結部材に取付け可能である。それにより、テンショニ
ングアームまたはチェーンテンショニングアセンブリの締結に対するチェーンケーシング
の別個の締結が実現される。
【００２１】
　締結部材はそれにより、さらに好ましくは、フレーム、たとえばそのボトムステイに、
ねじ接続によって、さらに好ましくは、好ましくはボトムステイの内部に配置されたボト
ムステイのくぼみによる隠れねじ接続によって取付けられる。その利点は、チェーンケー
シング、テンショニングアーム、および／またはチェーンテンショナアセンブリの容易に
締結可能な取付けが実現されるということである。ボトムステイのくぼみにおける前記締
結の場合、この締結は、容易に締結可能であるとともに、自転車のチェーンケーシング側
から見えない。さらに、この締結は、ホイールの後ろの自転車の反対側から隠される。
【００２２】
　さらに別の好ましい実施形態によれば、締結孔などの締結部材は、フレーム、たとえば
そのボトムステイに、溶接接続によって取付けられる。これにより、ボトムステイまたは
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その端部の製造時に接続の堅さが実現され決定されることが有利に実現される。このため
、その後の取付けが比較的容易であり、ボトムステイまたはその一部の製造に対して制御
可能な状況下で堅さが達成される。
【００２３】
　さらに別の好ましい実施形態によれば、テンショニングアームは、フレームに対するそ
の締結点および／または回転点から自転車のリアアクスルに向かって後方へ延在する。こ
のため、チェーンがアームをその運動方向に押すのではなく引張ることが有利に達成され
る。しかしながら、チェーンがテンショニングアームの延在方向に押す逆取付けも、変形
として考えられる。
【００２４】
　さらに別の好ましい実施形態によれば、チェーンケーシングには、ガイドスプロケット
のための通過開口部が含まれる。そのようなポリシー（policy）貫通開口部の利点は、チ
ェーンケーシングが、テンショニングアームの比較的大きい範囲の移動４０、ひいてはガ
イドスプロケットのまわりのチェーンを可能にすることである。これにより、チェーンテ
ンショナカバー要素のコンパクトな構造が実現される。さらに、摩耗によるチェーンの大
きい程度の伸びが、さらなる保守なしで許容可能である。
【００２５】
　本発明に従ったさらに別の局面は、引張チェーン部分または戻りチェーン部分といった
ジェーン部分に張力印加作用を提供するためのチェーンテンショニングアセンブリであっ
て、チェーンテンショニングアセンブリは、
　チェーンテンショニングアセンブリをフレームチューブ、好ましくはボトムステイに締
結するためのフレームチューブ締結要素と、
　チェーンに対して張力印加を提供するためのテンショニングアームとを含み、テンショ
ニングアームはフレームチューブ締結要素に対して可動に配置され、チェーンテンショニ
ングアセンブリはさらに、
　テンショニングアームに付勢を提供するためのテンショニング手段と、
　チェーンをガイドするための第１のガイドスプロケットおよび好ましくは第２のガイド
スプロケットとを含み、
　少なくとも１つのガイド努力（struggled）は、チェーンに対して張力印加作用を提供
するためにテンショニングアームに配置され、
　第１のガイドスプロケットおよび第２のガイドスプロケットは、使用中、張力を印加さ
れた部分としてのチェーン部分のうちの一方、好ましくは戻りチェーン部分を、張力を印
加された部分が他方の部分よりも長くなるように、付勢下でガイドするために機能的であ
り、
　チェーンテンショナアセンブリをフレームチューブに締結するためのフレームチューブ
締結要素は、フレームチューブ、たとえばボトムステイの締結提供との相互作用で機能す
る、チェーンテンショニングアセンブリに関する。
【００２６】
　本発明に従ったそのようなチェーンテンショナアセンブリは、特に本発明に従ったチェ
ーンケーシングと組合されて、上述の局面に関して説明されるようなこの発明に従った利
点および達成される目標を提供する。
【００２７】
　さらに好ましくは、このチェーンテンショナアセンブリは、本発明および好ましい実施
形態に従ってこの説明で説明されるような特徴を含む。
【００２８】
　本発明のさらなる利点、機能および詳細は、添付図面を参照する１つ以上の実施形態の
説明に基づいてさらに解明されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明に従った第１の好ましい実施形態の見込み（prospective）図である。
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【図２】図１に従った好ましい実施形態の医学（medical）側面図である。
【図３】組立てられた状態での、図１に従った好ましい実施形態の上面図である。
【図４】組立てられた状態での、図１に従った好ましい実施形態の側面図である。
【図５】図１に従った好ましい実施形態の詳細の分解図である。
【図６】図５に従った詳細の分解底面図である。
【図７】組立てられた状態での、図５に従った詳細の分解底面図である。
【図８】図１に従った好ましい実施形態の詳細に関する図である。
【図９】さらに別の好ましい実施形態の詳細に関する図である。
【図１０】チェーンテンショナアセンブリのさらに別の好ましい実施形態を有する、異な
る見地における、図１９に従った好ましい実施形態の図である。
【図１１】本発明に従ったチェーンテンショニングアセンブリのさらに別の好ましい実施
形態の斜視図である。
【図１２】図１１に従った好ましい実施形態の斜視図である。
【図１３】自転車のボトムステイに組立てられた、図１１に従った好ましい実施形態のさ
らに別の斜視図である。
【図１４】さらに別の好ましい実施形態の図である。
【図１５】自転車のボトムステイに配置された、本発明に従ったさらに別の好ましい実施
形態のチューブ斜視図である。
【図１６】図１５に従った好ましい実施形態の２つの分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　本発明に従った第１の好ましい実施形態（図１）は、チェーンケーシング１に関する。
このチェーンケーシングは、主スプロケットと被駆動スプロケットとの間でチェーンの引
張部分の少なくとも一部をカバーするカバー要素５を含む。さらに、それは、主スプロケ
ットの位置でチェーンをカバーする主スプロケット用カバー要素４を含む。さらに別のカ
バー要素３が、主スプロケットからリアスプロケットへ戻るチェーンまたはその一部をカ
バーする。リーダ（reader）スプロケットの周りには、リアスプロケットの位置でチェー
ンをカバーするカバー要素６がある。
【００３１】
　カバー要素２は、チェーンテンショナアセンブリ１１の位置でチェーンをカバーする役
割を果たす。チェーンテンショナアセンブリは、ガイドスプロケット１３およびテンショ
ニングスプロケット１２という２つのガイドスプロケットを有する。ガイドスプロケット
１３は主として、チェーンテンショナアセンブリ１１および駆動スプロケット９に対して
戻りチェーン部分を位置付ける目的を果たす。このため、チェーンが駆動スプロケット９
とガイドスプロケット１３との間の直線経路に沿うことができるということが実現される
。このため、戻りチェーン部分が戻りチェーン部分カバー要素と接触することなく、戻り
チェーン部分カバー要素を非常に狭くまたは非常に細く具体化することが可能である。
【００３２】
　これにより、本発明の重要な目標、すなわち、チェーン接触およびその欠点がまったく
ない非常に細いチェーンカバーが達成される。
【００３３】
　同様に、リーダスプロケット９’は、駆動スプロケット９に対して有力（ruling）チェ
ーン部分を位置付ける目的を果たす。この位置のため、引張チェーン部分は非常に細いま
たは非常に狭い引張チェーン部分カバー要素５内に配置され得るということが実現される
。
【００３４】
　引張チェーン部分および戻りチェーン部分の双方について、チェーンに張力を印加する
ことができるということは、それぞれの共同要素における正しい配置にとって重要である
。
【００３５】
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　これは、チェーンテンショナアセンブリ１１の作用によって実現される。チェーンテン
ショナアセンブリは、テンショニングスプロケット１２を付勢下で好ましくは上方へ向け
て保つことによって機能する。そのため、張力が最も低いチェーンの戻りチェーン部分は
、それが引張チェーン部分に比べてより長い経路を有し、より大きい長さを有するように
、張力を印加されたままになる。それに代えて、チェーンテンショナアセンブリが引張チ
ェーン部分に配置されることが考えられる。
【００３６】
　チェーンケーシングの細いデザインが好まれるため、ローンカウンセラー（loan couns
elor）カバー要素は、ガイドスプロケットの部分を通すための開口部８、８’、８”を有
する。
【００３７】
　チェーンケーシングは、クランクされるものに対して支持要素７および７’（図４）に
よって取付けられる。これにより、チェーンケーシングの前側がフレームのクランクキュ
ーブまたはクランクアクスルに対して固定されることが好ましくは達成される。このため
、主スプロケットカバー要素４の内部に対してチェーンが完全に自由に通るということが
達成される。
【００３８】
　後側では、チェーンケーシングは、取付ブラケット２３の支持アーム２３’によって、
または位置付け穴２４を用いて、チェーンテンショナアセンブリに対して固定され、チェ
ーンテンショナアセンブリ自体は、フレームに対して、特にボトムステイに対して固定さ
れる。
【００３９】
　この目的のために、チェーンテンショナアセンブリは、好ましくは自転車のくぼみまた
は中空空間４２（図１３）を有するボトムステイ４１に２つのボルト２２によって取付け
られる取付ブロック２１を有する。ガイドスプロケット１２、１３とチェーンとを整列さ
せるために、ボトムステイに対する取付ブロックの配向が、開口部３５の細長い形状によ
って調節可能である。取付ブラケット２３は、２つのボルト２４によって取付ブロック２
１に締結される。これにより、スペーサリング２５などの２つのスペーサが、チェーンと
ガイドスプロケットとの正しい整列を達成するために使用される。テンショニングアーム
１４が、ボルト２６によって取付ブラケット２３に回転可能に締結される。取付ブラケッ
ト２３とテンショニングアーム１４との間には、ねじりばね２７が、テンショニングアー
ムを付勢下で保ち、それによってテンショニングスプロケットを保つために配置される。
ねじりばねのねじり作用のために、固定穴３４がブラケット２３に設けられ、固定スロッ
ト３３がテンショニングアームに設けられる。
【００４０】
　テンションスプロケット１２は、ガイドスプロケットとして、テンショニングアーム１
４の自由端にボルト２９およびナット２９’によって取付けられる。ガイドスプロケット
１３も、テンショニングアームおよび取付ブラケットの非自由端に対してボール（ball）
２６およびナット２６’によって取付けられる。
【００４１】
　ガイドスプロケットは好ましくは、ボールベアリング３１および３２を用いて取付けら
れる。ガイドスプロケットの片側取付けは、チェーンの取付けおよび配置が比較的単純で
あるということを、さらなる利点として提供する。それに代えて、ガイドスプロケットは
、それぞれの安定性を提供するための二重に具体化されたテンショニングアーム間に配置
されるということが提供される。
【００４２】
　図９～１４に、前記部分の代替的構成が示される。
　図９および図１０に従った好ましい実施形態は、チェーンテンショナカバー要素とリア
スプロケットカバー要素とを構成する代替的方法を提供する。これらは、チェーンテンシ
ョナカバー要素の底部とリアスプロケットカバー要素の一部とを形成するシェル部分９１
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とともに部分的に接合される。さらに別のシェル部分９２が、チェーンテンショナカバー
要素の上側を形成する。これらは双方とも、シェル部分９１のそれぞれの受け隆起（図示
せず）との協働のためにさらに別のシェル部分９２に配置されたようなクリック接続要素
９４によって組立可能である。さらに開口部９７を通るねじ９６と締結可能なねじ孔９５
が設けられる。リアスプロケットカバー要素の上側は、湾曲要素９８によって形成される
。
【００４３】
　図１１～１３に従った好ましい実施形態は、二重に具体化されたテンショニングアーム
を有する前記変形に関する。これにより、ガイドスプロケット１３とテンショニングスプ
ロケット１２とは、二重に具体化されたテンショニングアーム間に配置される。テンショ
ニングアームはこれにより、片側１４’および片側１４”から構築される。そのような構
成は、ガイドスプロケットを有するテンショニングアームを部分的に含むアセンブリが組
立てられた際に、説明されるような有利な構造的堅さを当該アセンブリに提供する。これ
により、テンショニングスプロケットの側では、双方のアームは、テンショニングアーム
の片側１４”の内ねじ端部２９”にねじ込まれるねじ２９’によって相互接続される。ガ
イドスプロケット１３の側での締結は、同様に内ねじが設けられたナット２６”にねじ込
まれるためのねじ２６’によって実現される。このナット２６”は、テンショニングアー
ムと取付ブロック２１との間の相互接続部として機能する取付ブラケット２３’の取付要
素の一部である。
【００４４】
　図１５および図１６に従った好ましい実施形態は、テンショニングアームがフレームチ
ューブ締結要素によって支持体４４に直接締結される変形に関する。支持体４４自体は、
図示された変形では溶接によって、それに代えてねじ接続によって、ボトムステイ４１’
に直接締結される。これにより、フレームチューブ締結要素は実質的に、テンショニング
アーム１４を支持体４４に締結可能であるねじ４６およびナット４６’によって具体化さ
れるねじ接続に関する。
【００４５】
　さらに、テンショニングアーム１４を付勢下で保つためのねじりばね２７のために、ハ
ウジング４７が設けられる。このハウジングは、ガイドスプロケットとチェーンとの正し
い整列を提供するためのスペーサとしても機能する。ガイドスプロケット１３も、ねじ４
６およびナット４６’を含むねじ接続によってテンショニングアーム１４に取付けられる
。テンショニングスプロケット１２は、ねじ２９”を用いたねじ接続でテンショニングア
ームと接続される。双方のガイドスプロケットには、テンショニングアームに対するベア
リング機能とテンショニングアームとの接続とを提供するために、ベアリング３２が設け
られる。
【００４６】
　この文書の説明は戻りチェーン部分に配置されるチェーンテンショニングアセンブリを
対象としているが、これが引張チェーン部分に配置され得ること、および、そのような実
施形態が添付される請求項の範囲に該当することも意図されている。チェーン部分はこれ
により、引張チェーン部分または戻りチェーン部分のいずれかに関する。引張チェーン部
分は駆動スプロケットから被駆動スプロケットへ延在し、戻りチェーン部分は被駆動スプ
ロケットから駆動スプロケットへ延在する。実際には、引張チェーン部分はほぼ張力下に
ある。
【００４７】
　引張チェーン部分または戻りチェーン部分といったジェーン部分に張力印加作用を提供
するためのチェーンテンショニングアセンブリであって、チェーンテンショニングアセン
ブリは、
　チェーンテンショニングアセンブリをフレームチューブ、好ましくはボトムステイに締
結するためのフレームチューブ締結要素と、
　チェーンに対して張力印加を提供するためのテンショニングアームとを含み、テンショ
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ニングアームはフレームチューブ締結要素に対して可動に配置され、チェーンテンショニ
ングアセンブリはさらに、
　テンショニングアームに付勢を提供するためのテンショニング手段と、
　チェーンをガイドするための第１のガイドスプロケットおよび好ましくは第２のガイド
スプロケットとを含み、
　少なくとも１つのガイドスプロケットは、チェーンに対して張力印加作用を提供するた
めにテンショニングアームに配置され、
　第１のガイドスプロケットおよび第２のガイドスプロケットは、使用中、張力を印加さ
れた部分としてのチェーン部分のうちの一方、好ましくは戻りチェーン部分を、張力を印
加された部分が他方の部分よりも長くなるように、付勢下でガイドするために機能的であ
る。
【００４８】
　本発明は、いくつかの好ましい実施形態に基づいて前述されている。異なる実施形態の
異なる局面を組合せることが可能であり、この文書に基づいて当業者によって作られ得る
すべての組合せが含まれなければならない。これらの好ましい実施形態は、この文書の保
護の範囲に対して限定的ではない。求められる権利は、添付される請求項において定義さ
れる。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(15) JP 2020-517525 A 2020.6.18

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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